
〔論　文〕 1042（日降雪量　富山県）

富山県の降雪分布＊

舟　田　久　之＊＊

要　旨

　富山県内の日降雪量予想に関して，高層風向による降雪分布の予測について調べ，降雪分布型別に予測式を作成

した．

　また，富山県が1988年1月と1989年1月に富山市の東にある三郷において，高層気象観測を行った．これらの

データとアメダス等のデータを用いて立体的に解析して降雪分布を調べた結果，次のことが得られた．

　（1）輪島における500hPaと700hPaの風向によって降雪分布型が，これまで調査されている方法よりも良い

精度で推定できる．

　（2）上層の谷に伴って500hPaに寒気が流入して気層が不安定となり，湿潤層が厚くなって雪が降る．

　（3）冬季の季節風時には富山県の北西部は西風　中央（富山市付近）及び北東部は南西風南部は風が弱く，富

山県の北西部は収束域北東部は発散域となっていた．

　（4）雪雲は地上の収束域で発達し，雪片は中・下層の風に流されながら落下するため，降雪分布は下層の発散（収

束）分布および中・下層の風との関係が深い．

　1．はじめに
　富山県は56豪雪（1981年）の厳しい経験を契機に，

冬でも明るく活力にあふれた県土の創造を目ざして，

総合雪対策条例を制定して新しい雪対策を進めてい
る．

　その対策の中に富山県雪情報通信システムの構築が

ある．このシステムは除雪効果を上げるために，的確

な雪情報を作成して迅速に伝えるもので，降雪量を予

測することが根幹となっている．

　1985年度から開発に着手し種々検討した結果，現在

採用している降雪量予測手法はPPM（Perfect　Prog－

nostic　Method）方式である．

　これは，気象庁の数値予報プロダクトから読取れる

降雪に関係の深い気象要素の実況値等を仮予測因子と

して，県内の15地点における7年間の日降雪量データ

によって重回帰式を作成し，地点別に予測量を求める

方法である．

　予測式を作る場合，山雪型（平野部より山間部や山

＊Distribution　of　Snowfall　in　Toyama　Prefecture．

＊＊Hisayuki　Funada，日本気象協会北陸センター．

　　　　　　　　　　　　1990年8月1日受領

　　　　　　　　　　　　1992年12月9日受理

地で多く降る），里雪型（山間部や山地より平野部で多

く降る）などの降雪分布型に層別化して作った方が精

度の良い式が作れると考え，降雪分布型の予測につい

て調べた．

　更に，富山県が1987，1988年度に県内のほぽ中央の

立山町三郷（富山地方気象台より東南東約8km，海抜

高度20m）において6時間ごとにゾンデによる高層気

象観測を行ったので，その資料とアメダス等のデータ

によって立体的な解析を行ったところ，局地的な大雪

時の降雪分布に重要な要因が見いだされた．

　2．降雪分布と高層風

　2．1　山雪型と里雪型の検証

　日本海側の降雪分布は半世紀ほど前から山雪型と里

雪型に分けられている．

　この予測方法について北陸地方では，藤田（1966）

の500hPaの気圧の谷および寒気の流入する位置に

よる方法，倉嶋（1968）の500hPaの正渦度の位置に

よる方法や，宮沢（1985）の地上天気図の日本海にお

ける等圧線の走向による方法がある．

　宮沢の方法は等圧線の人による書き方の違いや，見

る人による判定の違いが出る場合があるので，ここで

は藤田と倉嶋の方法を取り上げた．

1993年4月 9



244 富山県の降雪分布

凡　例
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第1図　富山地方気象台の観測地点と予報・警報

　　　の地域細分

　1985年12月9日から1986年2月末までの64日間

について，富山県内の日降雪量（9時日界の53観測地

点による）分布図から山雪型と里雪型に分け，藤田お

よび倉嶋の方法による推定と比較した．

　藤田の500hPaの気圧の谷の位置による場合は合

致率が58％，倉嶋の正渦度の位置による場合は56％

で，富山県内の降雪分布に対して両氏の方法は余り良

い推定方法とは言えないことが分かり，もっと良い推

定方法を調べることが必要となった．

　両氏の推定方法が富山県内に余り適合しない理由と

して，両氏の調査が主として新潟県の降雪分布が対象

になっていたからと思われる．

　2．2　富山県における基本的な降雪分布型

　富山地方気象台のアメダス等の観測地点の配置と予

報・警報の地域細分は第1図のとおりである．富山の

西をほぼ南北に走る鎖線（一・一）は，予報・警報の東

部と西部の地域細分で，平野部と山間部（山地を含む）

との地域細分は海抜高度200mが境界になっている．

　これらの地域細分を組み合せることにより，基本的

な降雪分布型として，東部の平野部に多い東部里雪型，

東部の山地に多い東部山雪型，西部の平野部に多い西

部里雪型，西部の山地に多い西部山雪型の4つに分け

られる．

　2．3　降雪分布と中・下層風

　立平（1968）は雪エコーの移動が大勢的に850～700

hPaの風と一致すると述べている．また，岡村・舟田

（1979）は新潟気象レーダーのエコー強度の積算分布と

新潟県内の降雪分布を比較した結果，雪片は下層風と

落下速度によって落下地点や降雪分布が変化するとし

ている．

　これらのことから，輪島における500・700・850hPa

の風のシーケンスを作って，この3層の風と富山県内

の降雪分布について2．1節と同じ1985年12月9日か

ら1986年2月末の期問について調べた．

　2．2節の4つの降雪分布型に分けることを目標とし・

たが，3層の風からは分ける方法が見い出せなかった．

しかし，以下に述べるように山雪型，東部里雪型，西

部型の3つの型に分類出来た．

　（1）輪島500hPaと700hPaの風向が共に西～北

風の場合が山雪型（主に東部山雪型であるが2～3割

くらい西部山雪型があった．この2つの型を分ける方

法は風向から見い出せなかった）

　（2）500hPaが西～北風で，700hPaが南～西南西

風の場合は東部里雪型

　（3）500hPaが南～西南西風の場合には700hPaの

風向に関係なく，西部型（主に西部山雪型であるが，

西部山雪型と西部里雪型を区別する方法が3層の風か

ら見い出せなく，2つの型を一緒にして西部型とした）

　次に，上の降雪分布型の推定方法が他の降雪日にも

適合できるか，1979年12月～1985年2月までの6冬

季間について，輪島9時・21時の500・700hPaの風

向の実測によって降雪分布型を推定して実況による降

雪分布型を検証すると，第1表のとおりとなった．

　この表より風向から決めた山雪型が実況の東部山雪

型と西部山雪型とが合致しているとし，東部里雪型が

同じく東部里雪型と合致，西部型は西部山雪型と西部

里雪型になった場合が合致したとすると，合致率は

72％となり2．1節で示した藤田や倉嶋の方法より良く

なった．

　しかし，第1表で検証した山雪型は実況（東部山雪

型と西部山雪型）との合致率は92％で精度が良いが，

東部里雪型の合致率は29％，西部型の合致率は36％で

精度が悪いので，今後も調査が必要と考えている．

　2．4　降雪分布型別の降雪量予測式の例

　第1表より西部里雪型は7回の例しかなく，別の方

法で西部里雪型を分離することができたとしても，例

数が少なく精度の良い予測式が作れないと考えられ
る．

　よって，富山県（1987，1989）では7冬季のデータ

10 “天気”40．4．
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を2．3節の500・700hPaの風向により，山雪型・東

部里雪型・西部型の3つの降雪分布型に層別化して重

回帰分析によって予測式を作成した．その例を第2表

（a）に示す．

　下表の予測式の因子の記号の説明は第2表（b）のと

おりで，予測式の仮予測因子は主に気象庁（1968）の

北陸豪雪調査報告の中から21要素を選んであり，第2

表（b）はその1部である．

　第2表（a）の予測式の重相関係数および平均誤差・

標準誤差は第3表に示すとおりである．

　第2表（b）において，寒気移流の強さ（TAC）は斉

藤（1976）による式（1）によって求める．

　　　　　P　f
TAC＝△PπV・●V2sin（凧縄）…●’一一（1）

　但し，Pは850hPaと500hPaの平均，△Pは850
－hPaと500hPaの差，fはコリオリの力，Rは気体定

数，V1とV2は500および850hPaの風速，β、，β2は

500および850hPaの風向．

　日本海の顕熱について当舎（1973）は宮崎の式（2）を

用いている．

　P二4．973U（Tw－T）・…・…………・……………（2）

　但し，Pは顕熱Uは海面風速，Twは海面水温，T

は気温

　また，当舎（1973）は顕熱と蒸発熱との比について

アルドシナのデータを紹介している．これによると，

この比は北陸近海では0．5であるので，海面蒸発熱は

第1表　輪島500・700hPaの風向による降雪分布型と実況

　風向から決めた
　　　　分布型
実況分布型

山雪型
東部

里雪型
西部型 計

東部山雪型 130 22 29 181山
重
ヨ 西部山雪型 45 12 16 73

東部里雪型 11 15 1 27里
弔
ヨ 西部里雪型 4 2 1 7

計 190 51 47 288

顕熱の2倍として取扱うことにした．

　2．5　三郷の高層風と降雪分布

　富山県は1988年1月23日13時～25日9時と，

1989年1月27日15時～28日21時に三郷において高

層気象観測（低層ゾンデによるため，高層におけるデー

タの精度は多少低い）を行った．その風の鉛直シーケ

ンスを第2図（a），（b）に示し，その時の降雪分布図

を第3図（a），（b），（c）に示す．

　これらの例によって2．3節に述べた中・下層風と降

雪分布との関係の実証を試みる．

　（1）山雪型の例

　第2図（a）は1989年1月27日～28日の三郷にお

ける高層風のシーケンスで，27日15時には600
～1，700mの層では西風になっている．これは気圧の

谷が通過しているからと判断される．

　これに対して，1，800m以上は気圧の谷の前面で，ほ

とんど西南西の風が吹いている．地表近くの100～500

mの西南西風は地形の影響とみると（3．2節で説明），

この気圧の谷は西へ傾いた谷である．

　そして，21時以後は全層が西北西ないし北風で，気

圧の谷の西側になっている．

　この時の地上天気図（第4図参照）では，27日9時

に津軽海峡付近とその東にあった低気圧がほぼ北東へ

進み，27日21時にはこの2つの低気圧が1つとなっ

て千島南部に達して発達し，一方優勢な高気圧がモン

ゴルの東部にあって冬型の気圧配置が強まった．

　28日9時には低気圧がほぽ北へ進んで更に発達し

て強い冬型の気圧配置が続いた．

　このため，富山では26日午後から降った雨が27日

午後から雪に変り第3図（a），（b）に示す降雪分布と

なった．

　第3図（a）の1989年1月27日9時～28日9時の
降雪分布は，平野部で10cm前後であったが，東部山

地は70cmで山雪型となっている．

　また，第3図（b）の1989年1月28日9時～29日9

時の降雪分布は，平野部が10cm前後であったが，西

第2表（a）富山の24時間降雪量予測式

降雪分布型 24時間降雪量予測式（Pは富山の日降雪量）

山　雪　型
P1／3＝一〇．0201×T50W－0．0616×T85Y－0．0444×Z50J

　　　－0．00178×TACW＋0．00101×QQQW＋24．0

東部里雪型
P1！3ニ0．0486×T50A－0．0632×T85Y－0．0875×Z50A

　　　十〇．00949×ZETT十48．9

西　部　型
P1！3二一〇．0423×Z50A－0．00360×TACW十〇．00218×TACY

　　　＋0．00130×QQQY＋24．0

1993年4月 11
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第2（b）降雪量予測式の因子の説明

因子記号 要　素 地 占
ノL、、

T50W 500hPa気温 輪 島

T50A ノノ 秋 田

T85Y 850hPa気温 米 子

Z50J 500hPa高度 日本海中部（40。N135。E）

Z50A ノノ 秋 田

TACW 寒気移流の強さ 輪 島

TACY ノノ 米 子

QQQW 海面蒸発 輪 島

QQQY ノノ 米 子

ZETT 500hPa渦度 官
田 山

（m）
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幾
　　k　k
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眠眠心＿
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　　馬
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心一k　》
k　　　V
　　　　　　》

L　　　　　　》
　　　　　　贈

　　　　　　》
　　　　　　駈

　　　　　　匙

贈

第3表　富山の24時間降雪量予測式の重相関係数・

　　　平均誤差・標準誤差

降雪分布型 重相関係数 平均誤差 標準誤差

山　雪　型 0，770 1．3cm 7．6cm

東部里雪型 0，745 1．7 11．6

西　部　型 0，836 1．2 9．4

部の山地が40cmでやはり山雪型となっている．

　なお，富山県に隣接する石川県および新潟県西部で

は両日ともに山雪型であった．

　第2図（a）において，5，000mの風を500hPaの風

に，2，800mの風を700hPaの風とすると，27日15時

のみが両層の風向が西南西であったが，他の時刻はほ

ぼ西北西であるので，三郷においても500・700hPaの

風向が2．3節の山雪型の条件と一致している．

　（2）東部里雪型の例

　第2図（b）は1988年1月24日～25日の三郷にお

ける高層風のシーケンスで，1月24日9時は4，000m

より上層では西風，それより下層では西南西風で2．3

節から東部里雪型，24日15時は4，500mが西風であ

るが，5，000mその他の層が西南西ないし南西風で，降

雪分布は西部型とみられる．

　24日21時には3，800m以上は西風で，それより下

層は南西ないし西南西風で東部里雪型，25日3時およ

び25日9時も同じような風向で，全体として東部里雪

型とみられる．

　この時の1988年1月24日9時～25日9時の降雪
量分布図は第3図（c）に示すとおりで，東部山地が10

～30cm，西部山地が20～40cm，西部の平野部が10

～20cmであったが，東部の平野部では10～40cmで

特に上市町では45cmと最も多く降り，東部里雪型と

なっている．

0　　15　　12　　　9　　　6　　　3　　　24　　21　　18　　15　（日寺）

　　　1月28日　　　　　　！月27日
第2図（a）三郷における中・下層風のシーケンス

　　　　　（1989年1月）
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　　　1月25日　　　　　　1月24日
第2図（b）三郷における中・下層風のシーケンス

　　　　（1988年1月）

　なお，隣接の石川県では山雪型，新潟県西部では里

雪型で降雪分布が異っていた．

　この時の地上天気図を第5図（a），（b）に示す．24

日9時では気圧配置は強い冬型で，地上の気圧の谷が

日本の東海上の東経150～160度にあるが，日本海では

等圧線が湾曲していて弱い気圧の谷がみられる．

　また，25日9時も冬型の気圧配置が続いているが，

日本海の北西部に等圧線の湾曲が見られ，両日とも宮

沢の里雪に該当するものとみられる．

　岡村（1980）が新潟レーダーエコーを積算して降雪

分布との対応を調べたものによると，雪片は高さ2，000

mから風に流されながら約30分後に約30キロの風

下に落下させたものと，実況がよく一致すると述べて

いる．

　よって，東部里雪型が現われた理由として次のよう

12 “天気”40．4．
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に考えられる．

　冬に気圧の谷が本州を通って冬型の気圧配置となっ

て寒くなると，富山県内は雪が降る．

　この時，地上から500hPaまで西ないし北西の季節

風の場合には，富山県や石川県の海岸地方の上空で成

長した雪片が風下へ流されて，山地へ落下して山雪と

なる（山地の斜面上昇流による雪も加わる）．

　しかし，第2図（b）のように中層の5，000m（約500

hPa）が西～北風となっていても，2，800m（約700hPa）

以下で南西風の場合には，雪片が下層の南西風によっ

て北東へ流されて，富山県内では東部の平野部に落下

して東部里雪型となるものと考えられる．

　3．地上・高層風と立山連峰

　3．1　地上風の解析

　（1）10kmメツシュの風分布

　富山県内の気象庁アメダス（9地点），石川県の羽昨

および飛騨地方の白川・河合・神岡の計13地点の毎時

の風向・風速によって10kmメッシュごとに風を内挿

して，富山県が高層気象観測を実施した期問について

毎時の風分布図を作成した．その例を第6図（a）に示

す（富山県と岐阜県境には1，000mくらいの山脈が東

西に走っているので，この付近の風は不正確である）．

　これらの図から，富山県内に雪が降っている時には

富山県の北西部はほぼ西風であるが，富山市付近の中

央平野部および北東部の海岸地方は南西風が吹いてい

る．

　北東部の海岸地方で卓越する南西風は，東部にある

立山連峰の前面で季節風が迂回するためと考えられる

など，以下のように考察される．

　（2）発散分布

　第6図（a）に示した10kmメッシュごとの風から

発散量の計算を行って分布図にした．その例を第6図

（b）に示す．

　収束のオーダーは104sec『1で一般の総観規模の

オーダー10－5sec－1程度と比較すると1桁ほど大き

く，松本・二宮（1969）の北陸豪雪の中規模じよう乱

に関する研究と同じオーダーである．

　富山県内の発散分布は第6図（b）に示すように，ほ

とんどの時刻に富山県の北東部に発散域（＋）があり，

北西部に収束域（一）があって盛衰を繰り返し変形しな

がら存在していた．

　23日13時～24日9時の21時間の平均発散分布図

および24日10時～25日9時までの24時間平均発散

分布図を第6図（c）に示す．

　両期間とも発散域と収束域の分布はほぼ同じで，季

節風が吹いて富山県内に大雪が降る時の収束・発散域

の分布を示しているものと考えられる．

1993年4月 13
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　松本・二宮（1969）は地上の収束域で対流活動が活

発となって雪雲が発達することをレーダエコーによっ

て確認しており，富山県北西部に10｝4sec－1オーダー

の収束域がほぼ定常的に存在することは，富山県の北

西部で上昇流が卓越して雪雲を発達させる原因になっ

ているものと考える．

　3．2　東西断面

　富山県が三郷において高層気象観測を行った時刻の

アメダスの地上風および輪島の高層風によって東西断

面図を作成した．その例を第7図に示す．

　輪島では地上が北西風，200～900mは西北西風，そ

の上はほぼ西風になっていて伏木から西側は季節風の

西よりの風とみられる．

　しかし，三郷では500m付近まで南西ないし西南西

の風その上は西ないし西北西の風で，高さ500～600

mに風向が変化する層があり，風向の不連続面が見ら

れる．

　この面と地上風向の不連続点（伏木付近）を結ぶと，

風向の不連続面は東へ傾いている．この不連続面の西

側は西～北西の風で，不連続面と立山連峰との間はほ

ぼ南西風で，西側の風速よりやや弱い．

　この南西風はプラントル（1972）に述べられている

流体の剥離現象と同じものと考えられ，季節風の西風

が立山連峰の前面の風上で剥離現象を起こした結果と

考えられる．

　そして，この南西風と季節風との境界で第6図（b），

（c）に示したように収束が発生しているものと考えら

れ，この収束によって上昇流が強まり雪雲が発達する

と考えられる．

　4．降雪・雪片の落下と高層気象

　4．1降雪と高層気象

　第8図（a）は三郷における1988年1月23日～25

日の気温の鉛直シーケンスである．23日21時～24日

3時には5，000m付近に一40。Cの寒気が流入して，

一30。Cは高さ3，800m付近まで下降して気温の下降が

下層へ波及している．この状態は輪島もほぽ同じで

あった．

　5，000m付近の気温の下降が下層よりも大きいた

め，鉛直方向の安定度が悪くなり，対流活動が活発に

なることによって雪雲が発達する．

　また，松本（1988）は上層気温の一400Cは過冷却水

14 “天気”40．4．
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滴が自然凍結する条件を与え降雪要因である充分な量

の氷晶を提供すると述べており，高さ5，000m付近

に一40。Cの寒気が流入することは大雪と関係が深いと

考えられる．

　このため，第8図（b）の三郷の湿度のシーケンスで

は85％の上面が23日午後には高さが約1，500mで

あったが，5，000mの高さに一40。Cの寒気が流入した

23日夜には，85％の上面が高さ約4，500mへ急上昇し

ている．

　次に，輝度温度（TBB）分布図から富山市付近のTBB

を読み取り，その温度を雪雲の雲頂温度とみなして第

8図（a）から雲頂高度を推定した．それを第4表に示

す．

　雲頂の変化は湿度85％の上面の変化とよく対応し
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第6図（a）10kmメツシュの地上風向・風速
　　　　　（1988年1月23日13時）

ており，雪雲は23日夕方から夜半にかけて急速に発達

して大雪になったものと考えられる．

　第9図の500mb高層天気図（23日21時）では気圧

の谷が北海道の西海岸から能登半島の西を通り山陰に

達している．

　この気圧の谷の西側の日本海北部（北緯42。，東経

134。付近）には一420Cの寒気がある．したがって，500

hPaの気圧の谷の通過に伴って第8図（a）の5，000m

付近の一40。C以下の寒気が流入してきたものと考えら

れる．

　4．2　雪片の落下と降雪分布

　（1）強い降雪時の雪片の落下と降雪分布

　1988年1月23日15時～25日9時まで（富山で雪が

降っている期問）の6時間ごとの降水量を調べると，

県内の13地点の平均降水量が最も多かったのは，23

日21時～24日3時の6時間で10．8mmであった（第

10図（a））．

　この時間帯には第8図（a），（b）にみられるように，

上層の強い寒気が流入し雪雲が最も発達していた時で

ある．

　また，この時間帯のアメダスの平均気温分布は第10

図（b）に示すとおりで，第10図（e）に示す気温と降雪

の密度との関係図（富山県（1986），15時～21時の降

雪の密度をd，同じ時間の降水量をr，降雪量をhと

するとd二r／hによって求めた）から，降雪の密度を

推定すると第10図（c）となる．

　第10図（a）と第10図（c）とによってh二r／dより

6時間降雪量を推定すると第10図（d）となる．

　岡村・舟田（1979）によると新潟気象レーダーのデー

タから雪雲のエコー強度の大きいものは，雲頂のほぽ
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半分の高さにあることが多かったので，三郷の上空で

は第8図（b）より雲頂を85％の上面とすると，23日

21時～24日3時はほぼ4，250mで，この半分の約2，

000mの高さに密度の大きい雪片が集まっていると考

えられる．

　また，富山湾では輪島と三郷との中間の高さとする

と，輪島における湿度の鉛直シーケンスより，85％の

上面は約780hPa（高さ約2，000m）となる．その半分

の高さ1，000mに密度の大きい雪片が集っていると考
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第9図　500hPa高層天気図
　　　　（1988年1月23日21時）

えられるので，富山湾では1，500mの高さに密度の大

きい雪片が集っていると考えた．

　次に第11図（a）に示す三郷における風の鉛直シー

ケンスから，23日21時と24日3時との中問の風に

よって三郷の高さ2，000mから雪片を流しながら落下

させてみる．

　村本（1987）の実験によると，富山における降雪の

雪片の落下速度は1m／sくらいのものが多かった．こ

のことから雪片の落下速度を1m／sとして三郷の上

空から落下させると，第11図（b）の下の矢印のように

宇奈月の南方の山間部に達する．

　なお，輪島と三郷の風向・風速の中問値の風で富山

湾の1，500mの高さから雪片を流しながら落下させる

と，第11図（b）の上の矢印のように雪片は富山県の北

東部の海岸に落下する．

　第10図（d）の推定降雪量では，宇奈月の南では30

cmくらい．北東部の海岸では5～10cmとなってい

る．一方，三郷の上空の雪雲は富山湾より雲頂高度が

高いとみられるので，雲頂の高い雪雲から多量の降雪

があることになる．

　したがって，雪片の落下速度を一定とすると，降雪
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第10図　（a）6時間降水量　（b）6時間平均気温（1988年1月23日21時～24日03時）
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252 富山県の降雪分布

分布は雪雲の雲頂高度と中・下層風との関係が深いこ

とになる．

　（2）東部平野部の局地的大雪

　第3図（c）に示す東部平野部の局地的な大雪につい

て調べる．第8図（b）の1988年1月24日9時～25日

9時までの三郷における湿度85％の上面を雪雲の雲

頂とみなすと，その高さは3，000～4，000mの間を変化

していて，雲頂がほぼ3，500mにあったとみられる．

　よって，この中間の1，700mに雪片の多くが集まっ

ていると考える．

　三郷における風（第2図（b）および第11図（a）参

照）の平均風向・風速によって，上市町から雪片のコー

スを逆のぼると，第11図（c）となり，高さ1，700mの

位置は八尾付近の上空となる．

　第6図（c）の下図の平均発散量は北西部に収束域の

中心があって，発散量の0線が富山の北北東から南南

西へ走り，第11図（c）の高さ1，700mの雪片の位置が

　　（d）
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発散量0線の上空とほぼ一致している．

　雪雲の最盛期は収束域の中心と発散量0線との間に

あると考えられるので，八尾より更に雪片のコースを

遡る占収束域の中心に近い砺波付近に達する．

　したがって，石川県から季節風に流されてきた雪雲

は，富山県の西部にある下層の収束域で発達し，砺波

と八尾との問で最盛期となり，その雪雲から雪片が下

層風に流されながら落下し，25～35km風下の上市町

で多く積ったものと考えられる．

　よって，降雪分布は下層の発散・収束分布とも関係

が深い．

　5．あとがき

　富山県が高層気象観測を実施したデータと気象庁の

データによって調べたところ，富山県の降雪分布は
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第11図（b） 落下する雪片の流れ（1988年1月23日

21時～24日03時）

第11図（c） 上市町に落下した雪片のコースを逆の
ぽる（1988年1月24日09時～25日09時）
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富山県の降雪分布

中・下層の風向と大きく関係していること（しかし，

富山県の条件が必ずしも石川県や新潟県には適合しな

い），立山連峰の風上の剥離現象によって下層風が影響

を受け，それが地上風の収束域や発散域を作り，降雪

分布に関係していることがわかった．

　今後は中・下層風の予測や雪雲の発達過程などの調

査を進めて行かねばならないと考えている．
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